
「
岡
目
一
目
」

　

手
紙
を
書
く
こ
と
が
少
な
く

な
っ
た
。
紙
に
書
い
て
出
す
よ

り
、
ケ
ー
タ
イ
に
メ
ー
ル
を
打

つ
方
が
速
い
。

　

先
日
ど
こ
か
の
新
聞
で
、

四
十
歳
過
ぎ
た
男
の
ダ
ン
デ
ィ

ズ
ム
に
つ
い
て
書
い
て
あ
っ

た
。
四
十
歳
過
ぎ
た
ら
万
年
筆

を
持
て
と
あ
っ
た
。
そ
れ
も

五
万
円
以
上
の
良
い
物
を
と
。

残
り
の
人
生
の
年
数
を
考
え
た

ら
、
安
い
も
の
だ
と
。

　

ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
の
字

よ
り
も
、
書
い
た
人
の
個
性
や

そ
の
時
の
感
情
の
こ
も
っ
た
万

年
筆
の
字
の
方
が
、
何
か
品
格

が
あ
る
よ
う
な
気
も
す
る
。
そ

の
場
合
、
イ
ン
ク
の
色
は
濃
い

ブ
ル
ー
が
い
い
か
、
黒
が
い
い

か
ま
で
は
書
い
て
な
か
っ
た
。

新
聞
を
読
ん
で
か
ら
、
机
の
奥

の
万
年
筆
を
探
し
た
。

　

昔
の
手
紙
を
引
っ
張
り
出
し

て
み
る
と
、
確
か
に
万
年
筆
に

よ
る
も
の
が
多
い
。
メ
ー
ル
は

消
え
る
が
、
手
紙
は
残
る
。
手

紙
が
残
れ
ば
、
心
も
残
る
。

　

秋
も
深
ま
る
と
心
細
く
な

り
、
捨
て
き
れ
な
い
古
い
手
紙

を
読
み
返
し
た
り
し
て
い
る
。

“
読
ん
だ
後
は
燃
や
し
て
欲
し

く
候
―
”
か
。

　

そ
ろ
そ
ろ
又
、
年
賀
状
の
こ

と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
節
だ
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

市
展
運
営
委
員
　
写
真
展

◇
日
時　

十
一
月
七
日
（
金
）
～

九
日
（
日
）　

午
前
九
時
～
午
後

六
時（
最
終
日
は
午
後
四
時
ま
で
）

◇
会
場　

文
化
会
館
二
階
展
示
室

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
　
催
事
の
お
知
ら
せ

新春恒例の「飾り物展」への出品作を募集します。
新春らしいおめでたい題材の作品をお待ちしております。
◇テーマ　平成27年の干支「未」又は歌会始のお題「本」。
　　　　　※「未」は、山羊でも可。「本」は、読み方は自由
　　　　　　で、字が無くても本を示す内容であれば可。
◇資格　市内町内会や同好会、各種団体、市内在住の個人
◇点数　一団体(個人)一点　※展示数制限のため、先着順
　　　　で締め切る場合があります。
◇規格　概ね100センチ×90センチに収まること。
◇応募　文化会館窓口で配布する応募用紙に、必要事項を
　　　　記入の上、12月20日（土）までに、同窓口又は文化
　　　　協会へ郵送、FAXにて提出。
［飾り物展日程］
◇日時　1月16日（金）～18日（日）　午前9時～午後5時　
　　　　（最終日は午後4時まで）
◇会場　文化会館3階講堂・美術工芸室

［ヤングチャレンジ部門］
　高校生以下を対象とし、身近な道具で作る、若い感性
あふれる飾り物を募集します。
　※「ヤングチャレンジ部門」と明記してください。

平成27年 新春飾り物展 作品募集
　

美
術
界
の
巨
匠
、
棟
方
志
功
氏

の
呼
び
か
け
で
昭
和
二
十
七
年
に

結
成
さ
れ
た
日
本
板
画
院
の
東
海

支
部
高
山
展
が
、
高
山
市
民
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
で

四
回
目
。

　

愛
知
・
岐
阜
・
三
重
の
会
員
で

つ
く
る
東
海
支
部
二
十
七
人
の
作

品
を
展
示
し
、
う
ち
大
門
孝
藏
氏

（
新
宮
町
）
を
は
じ
め
高
山

市
在
住
の
五
人
の
方
も
出
展

し
ま
す
。
併
せ
て
、
北
陸
支

部
会
員
二
十
一
名
の
方
々
の

作
品
も
、
特
別
に
出
展
い
た

だ
き
ま
す
。

　

作
品
は
、
四
季
折
々
の
風

景
や
草
花
、
静
物
、
人
物
な
ど
を

多
岐
に
わ
た
る
版
様
式
で
表
現
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
作
品
に
は
、
六
月

に
開
催
さ
れ
た
第
六
十
四
回
板
画

院
展
に
て
「
院
友
賞
」「
東
美
賞
」

「
研
鋼
賞
」
な
ど
の
各
賞
を
受
賞

さ
れ
た
作
品
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
秋
の
一
日
、
高
度
な
技
術
と

　

一
昨
年
の
市
文
化
協
会
「
初

心
者
講
座
」
を
受
講
し
、
引
き

続
き
版
画
を
楽
し
み
た
い
と
思

っ
た
メ
ン
バ
ー
十
一
人
が
集
ま

り
、
日
本
板
画
院
同
人
の
大
門

孝
藏
先
生
の
指
導
で
発
足
。
昨

年
二
人
が
加
わ
り
、
現
在
は

五
十
歳
か
ら
七
十
歳
ま
で
の
男

女
十
三
人
が
、
市
文
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
と
市
美
術
展
へ
の
出
品
を

目
標
に
、

月
二
回
の

例
会
を
開

い
て
い
ま

す
。

　

制
作
は

概
ね
各
自

宅
で
取
り

組
み
、
例

会
で
そ
れ

文
化
協
会

加
盟
団
体
紹
介【
木
版
塾
】
ぞ
れ
の
進
捗
に
応
じ
て
先
生
の

指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
メ
ン

バ
ー
た
ち
は
和
気
藹
々
と
楽
し

み
、
創
作
意
欲
も
満
々
で
す
。

　

納
得
の
い
く
作
品
は
な
か
な

か
で
き
な
い
も
の
で
す
が
、
出

来
栄
え
が
悪
く
と
も
そ
れ
な
り

に
面
白
さ
や
奥
深
さ
を
感
じ
、

「
次
は
こ
ん
な
風
に
挑
戦
し
て
み

よ
う
」
と
考
え
た
り
す
る
の
も

楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

　

す
で
に
市
美
術
展
で
佳
作
や

文
化
協
会
長
賞
を
受
け
た
メ
ン

バ
ー
も
お
り
、
将
来
は
木
版
塾

独
自
の
作
品
展
も
開
催
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

先
生
か
ら
丁
寧
な
指
導
が
受

け
ら
れ
る
の
で
、
版
画
を
や
っ

て
み
た
い
と
思
う
方
は
ぜ
ひ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ

先
は
事
務
局
の
森
下（
０
９
０
‐

１
７
５
２
‐
３
０
０
５
）ま
で
。

芸
術
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

十
一
月
七
日
（
金
）
～

九
日
（
日
） 　
午
前
九
時
～
午
後

五
時（
最
終
日
は
午
後
四
時
ま
で
）

◇
会
場　

文
化
会
館
四
階
大
会
議

室

第
十
回
記
念
　
日
本
舞
踊
菁
風
会

記
念
舞
踊
会

◇
日
時　

十
一
月
九
日
（
日
）　

午
前
十
一
時
三
十
分
～

◇
会
場　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
還
暦
コ
ン
サ
ー
ト

◇
日
時　

十
一
月
九
日
（
日
）　

午
後
二
時
開
演

◇
会
場　

飛
騨
・
世
界
生
活
文
化

セ
ン
タ
ー　

飛
騨
芸
術
堂

◇
料
金　

前
売
り
千
円
、
当
日

千
五
百
円
（
文
化
会
館
な
ど
で
販

売
中
）

第
四
十
六
回
　
高
山
市
民
吹
奏
楽

団
定
期
演
奏
会

◇
日
時　

十
一
月
二
十
九
日（
土
）

午
後
六
時
三
十
分
～

◇
会
場　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

「飛騨川暮色」大門孝蔵

第
四
回 

日
本
板
画
院
東
海
支
部
高
山
展 

開
催

11
月
7
日
金
～
9
日
日


